河床データ ←→ JACIC_Format 変換
　　　「河川定期縦横断測量業務 実施要領・同解説」（平成９年６月）（財）日本建設情報総合センター
及び　「河川定期縦横断データ作成ガイドライン」（平成20年5月）国土交通省河川局

に基づいて作成されます。
　　　変換手順
　　　　　１．河床データ、「河川距離標データ」「横断結果ファイル」の準備

　　　　　２．構造物属性データの作成

　　　　　３．河床データ→JACIC_Format変換により、「JACIC数値データ」「JACIC構造物データ」作成
　　　　　４．「JACIC数値データ」「JACIC構造物データ」により「縦・横断整理表CSV」作成
　　　　　５．「縦・横断整理表CSV」をエクセル基本シートに貼り付ける。

　　　　　６．終了
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――　JACIC_Format変換に必要な河川構造物属性データを作成します。
――　河床データ←→JACIC_Format相互変換を行います。
――　河川縦・横断成果の数値データ及び整理表を作成します。
――　各種変換結果の表示・出力を行います。
――　JACIC_Format変換の終了。
１．河川構造物属性データを作成

JACIC_Format変換に必要な河川構造物属性データを作成します。
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――　河川構造物属性データを新規作成します。既存のデータは失われます。

――　河川構造物属性データを追加作成します。
――　河川構造物属性データの表示・出力・修正を行います。

――　河川構造物属性データの終了。
河川構造物属性データの作成

JACIC_Format変換に必要な河川構造物属性データを作成します。
　　作成File名　―　J_KouzoubutuData.dat
　　構造物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　MAX　=　２００件
　　　１．橋梁　　―　河川にかかる橋

　　　２．堰　 　　―　河川をまたぐ堰堤

　　　３．落差工　―　河川をまたぐ落差工

　　　４．潜水橋　―　低水路にかかる橋
＊河川名の入力　―　対象となる河川名を入力
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　　　１．橋梁の属性データ入力
　　　　＊橋梁名　　　 ―　橋梁の名称

　　　　＊左岸距離標　―　橋梁左岸下流直近の距離標名

　　　　＊からの距離  ―　橋梁左岸から距離標までの距離

　　　　＊右岸距離標　―　橋梁右岸下流直近の距離標名

　　　　＊からの距離  ―　橋梁右岸から距離標までの距離

上記4項目は共通

　　　　＊左岸敷高　―　左岸橋台の標高

　　　　＊右岸敷高　―　右岸橋台の標高　　　　　　　　　↓流向
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　　　　＊橋脚幅　  ―　橋脚の最大投影幅
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　　　　＊橋脚数　  ―　橋脚の本数

　　　・構造物ごとに「書き込み」してください。

　　　・「Tab」or「Enter」で次のTextBoxへカーソルが移動します。

　　　＊　構造物名を入力すると河床データより、上記共通4項目は自動計算され表示されます。

　　　　　ただし、距離標データに左・右岸距離標追加距離が入力されていることが前提です。

また、構造物が距離標間に複数ある場合、構造物が極端に斜めにある時は、直下流の距離標が
左・右岸で違う場合があります。
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　　　２．堰の属性データ入力

　　　　＊堰名　　　   　―　堰の名称

共通項目
　　　　＊堰天端高　  　―　堰天端の標高

　　　　＊堰天端幅  　　―　堰天端の幅（W）
　　　　＊堰　幅　 　    ―　堰天端の水通し幅

　　　　＊堰上流側勾配 ―　堰上流側の勾配（１：n1）

　　　　＊堰下流側勾配 ―　堰下流側の勾配（１：n2）

　　　　＊堰　高　　     ―　堰の高さ（h）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　W
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　流向　→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 n1=d1/h　　　　　　　　　n2=d2/h
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d1　　　　　d2
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　　　３．落差工の属性データ入力
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　　　　＊落差工名　―　落差工の名称

共通項目
　　　　＊天端高   ―　水通し天端の標高

　　　　＊幅　   　　―　水通し天端幅

　　　　＊落差    　―　下流側河床～水通し天端の高さ
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　　　４．潜水橋の属性データ入力

　　　　＊潜水橋名　―　潜水橋の名称

共通項目
　　　　＊桁　厚　　 ―　潜水橋の桁厚

　　　　＊桁　長　　 ―　潜水橋の桁長
　　　　＊左岸敷高　―　左岸橋台の標高　　　　　　　　↓流向
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　　　　＊右岸敷高　―　右岸橋台の標高
　　　　＊橋脚幅　  ―　橋脚の最大投影幅

　　　　＊橋脚高　  ―　河床～桁までの高さ

　　　　＊橋脚数　  ―　橋脚の本数
　　　5．その他の属性データ

その他の構造物（樋門、樋管等）は、入力する数値データの書式が判りません。必要と思われる構造物は

縦・横断成果整理表（エクセルシート）へ直接手入力してください。
橋脚の投影幅等、現地で測量することが困難と判断される場合は工事図面等を参照する。
河川構造物属性データ



２．河床データ → JACIC_Format 変換

　　　河床データをJACIC_Formatに変換します。
対照データは横断結果ファイル： K_OudanKekka.sav
　　　　水 系 名： 河川に属する水系名を入力します。

　　　　河 川 名： 横断結果ファイルの河川名を表示します。

　　　　河川番号： 10桁数値を入力します。
河川コード仕様書（平成１７年４月河川局）
　　　「変換開始」で変換されます。

　　　変換File名　・縦断基礎データ： JACIC_Jyudan基礎.csv
・縦断構造物左岸データ： JACIC_Jyudan構造物左岸.csv

・縦断構造物右岸データ： JACIC_Jyudan構造物右岸.csv

・横断データ： JACIC_Oudan.csv
　　　「変換結果の表示」

――　JACIC_Format に変換された縦断基礎データを表示します。

――　JACIC_Format に変換された縦断構造物左岸データを表示します。

――　JACIC_Format に変換された縦断構造物右岸データを表示します。

――　JACIC_Format に変換された横断データを表示します。

　　　提出するファイル名の付け方

変換ファイル名は「測量成果電子納品要領（案）」に従い、命名する。　拡張子は「csv」とする。

縦断測量成果（数値データ）については、基礎データを「001」、構造物左岸データを「002」、
構造物右岸データを「003」とする。

　　 　　 ①基礎データ　　　　　 ： 「WZ*A2001.csv」
②構造物左岸データ ： 「WZ*A2002.csv」
②構造物右岸データ ： 「WZ*A2003.csv」

　　　　「＊」については、測線が1本の場合には「A」を、複数の場合には「B」「C」・・・とする。
　　　電子納品
数値データは、「測量成果電子納品要領（案）」に従って格納する。ORIGINALデータとして格納する

ファイル形式は、CSV形式とする。
国土交通省 天竜川上流河川事務所 調査課 打合せ結果

＊ JACIC_Format に変換するコード番号について

　　　　　　・28番以降のコード番号は、前述した河川横断測量コード表とする。

　　　　　　・12：左岸水際杭高、52：右岸水際杭高を合わせて 12：水際杭高とする。

　　　　　　・28：左岸提内地盤、51：右岸定内地盤を合わせて 28：提内地盤とする。

　　　　　　・53番以降のコード番号も表示するが、63：河積範囲は表示しない。（1999年9月3日）
＊ 距離標名について

・JACIC_Formatでは測点名は数値（少数以下第３位）になっていますが、文字列の方が利用しやすいとの意見が多数ありました。したがいまして、本ソフトでは距離標名を半角10文字以内の文字列といたします。（2003年6月13日）

＊ 左・右岸距離標追加距離及び計画高水位（H.W.L）について

・JACIC_Formatには左・右岸距離標追加距離及び計画高水位（H.W.L）の記入欄がありません。

この場合、相互のデータ変換を行った時、左・右岸距離標追加距離及び計画高水位（H.W.L）のデータがなくなってしまいます。したがいまして、本ソフトではJACIC_縦断データの末尾（測量年月日の後）に左・右岸距離標追加距離及び計画高水位（H.W.L）を追加記入します。不都合な場合はJACIC_縦断データを開いて削除してください。
　　　　　　　また、上記（1999年9月3日打合せ結果）も同様の理由につき、河川横断測量コード表のとおりとします。（200８年２月1６日）
以上
４．河川縦・横断成果整理表作成
　　　「河川定期縦横断測量業務 実施要領・同解説」（平成９年６月）

　　（財）日本建設情報総合センター
及び　「河川定期縦横断データ作成ガイドライン」（平成20年5月）

国土交通省河川局
に基づいて作成されます。

　　　　作成するFile名

縦断成果整理表（１）： K_JyudanSeirihyo１.csv
縦断成果整理表（２）： K_JyudanSeirihyo2.csv
横断成果整理表　  ： K_OudanSeirihyo.csv
事務所名 ： 発注機関の名称を入力します。

実測年月 ： 実測した年月を入力します。

「 平成1９年１月 → 19.01 」

河川名 ： 河川名を入力します。

「作成開始」で、現場のフォルダ内に、・ 縦断成果整理表（１） 基本シート　（河川縦断成果整理表1.xls）

・　縦断成果整理表（２） 基本シート　（河川縦断成果整理表2.xls）
・　横断成果整理表 基本シート　（河川横断成果整理表.xls）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び
・　縦断成果整理表（１）ファイル（K_JyudanSeirihyo１.csv）
・　縦断成果整理表（2）ファイル（K_JyudanSeirihyo2.csv）
・　横断成果整理表ファイル（K_OudanSeirihyo.csv）
が作成されます

エクセル基本シートの表示
　　　　エクセル基本シートを表示します。

　　　　基本シート1ページ分をコピーして整理表ページ分を貼り付け作成します。

CSV計算書の表示
　　　　エクセル基本シートに貼り付けるCSVデータを表示します。


―　縦断成果整理表（１）ファイル（K_JyudanSeirihyo１.csv）
―　縦断成果整理表（２）ファイル（K_JyudanSeirihyo2.csv）
―　横断成果整理表ファイル（K_OudanSeirihyo.csv）。

ファイルを開きます。

セルの角をクリック、コピーでファイル全体をクリップボードへコピーします。

ファイルを閉じます。


エクセル基本シートの表示
　　　　エクセル基本シートを表示します。

―　縦断成果整理表（１）基本シート
―　縦断成果整理表（２）基本シート
―　横断成果整理表　基本シート
　　　　基本シートを開きます。

セルの角をクリック、貼り付けでクリップボードへコピーしたファイル全体を貼り付けます。


· 縦断成果整理表 基本シートは（１）（２）の２種類作成されます。
縦断成果整理表（１）　　・ 測量作業範囲が河川の途中の場合、最下流断面の流心区間距離の
値が「０」になっていますので修正してください。
・ 計画高水敷高は空欄になっています。
・ 計画諸量の勾配、粗度等は手入力編集してください。
縦断成果整理表（２） 　・　その他の構造物（樋門、樋管等）、必要と思われる構造物は行を追加して

直接手入力編集してください。
· 横断成果整理表      　・　現況水敷高は空欄になっています。

５．各種結果表示・出力
　　各種変換結果の表示・出力を行います。
    河床データ

1. 河川距離標データ

2. 河川横断結果ファイル

3. 河川構造物属性データ

JACIC数値データ

4. JACIC縦断基礎データ

    　　　5. JACIC縦断構造物左岸データ

    　　　6. JACIC縦断構造物右岸データ

    　　　7. JACIC横断データ

    縦・横断成果整理表

    　　　8. 縦断計算書（１）.csv　―　計算書は小数点以下３位まで計算しています
    　　　９. 縦断計算書（２）.csv

     　 10. 横断計算書.csv　  　―　計算書は小数点以下３位まで計算しています
    　  11. 縦断成果整理表（１）.xls　―　表示桁は、エクセル「書式」設定でお好みの表示桁にしてください。
    　  12. 縦断成果整理表（２）.xls

      　13. 横断成果整理表.xls  　　―　表示桁は、エクセル「書式」設定でお好みの表示桁にしてください。
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